
木材に関する技術開発目標について

１ 趣旨

森林・林業基本計画の施策の推進に向けて、具体的な取組内容を明らかに

した「木材産業の体制整備及び国産材の利用拡大に向けた基本方針 （平成」

１９年２月７日１８林政産第２７号林野庁長官通知）を踏まえ、国産材の

特性を活かした技術開発の推進方向、具体的な開発項目及び推進体制につ

いて、今後５年間の取組事項を策定。

２ 検討会の開催

（１）開催状況

・ ２月２１日 第１回 現状等について意見交換

・ ４月 ５日 第２回 論点について意見交換

・ ５月１４日 第３回 骨子(案)について意見交換

・ ６月２６日 第４回 技術開発目標を取りまとめ

（２）検討委員

鎌田 忠 ポラテック株式会社 プレカット事業部 部長

木口 実 独立行政法人森林総合研究所 機能化研究室長

岸 純夫 財団法人日本住宅・木材技術センター 理事長

谷川信江 セイホク株式会社経営情報室 スーパーバイザー

西村仁雄 株式会社西村木材店 代表取締役社長

座長 服部順昭 東京農工大学大学院 教授

林 知行 独立行政法人森林総合研究所 構造利用研究領域長

原田浩司 山佐木材株式会社 東京事務所 所長

箕浦正広 住友林業株式会社 筑波研究所 副所長

宮代博幸 ナイス株式会社 事業推進本部 課長

（ 、 ）五十音順 敬称略

３ 技術開発目標の概要

（１）取り組むべき課題の方向

ア 品質・性能への対応

品質・性能の確かな木材製品を供給するため、品質管理や新製品開発の

基盤となる物性面や機能面のデータを整備すること、品質・性能を分かり

やすく表示すること、消費者に木材の特徴を理解してもらうことなどが必

要。

・実大レベルの強度性能等のデータ整備

・防音性、耐久性など機能面のデータ整備

・分かりやすいデータの表示や簡易で低価格の計測機器の開発・普及



イ 加工技術の開発

中・大径材の増大という供給状況の変化に対応するため、品質・性能の

確かな製品を供給できる競争力の高い製材・加工技術の向上、乾燥技術の

改良・普及が必要。

・歩止まりや収支が最適となる木取りパターンの開発

・品質の高い乾燥材を低コスト・短期間で生産する技術の開発・改良

ウ 新製品の開発

住宅分野における国産材のシェアを拡大するため、梁・桁など構造材の

、 、 、製品開発 国産材２×４部材の検討 機能性や施工性に優れた面材の開発

エクステリアなどの分野における製品開発が必要。

・歩止まり向上、強度性能向上に着目した集成材の開発

・施工性や意匠性に優れた合板の開発

・施工性、耐久性や機能性などに優れたマンション内装材等新製品の開

発

エ 木質バイオマスの利用拡大

木材利用をトータルで考え、木材を安定的に供給する取組に併せて林地

残材や製材工場等残材などの木質バイオマスを有効活用する取組を推進す

ることが必要。

・低コストかつ効率的な未利用バイオマス収集・運搬システムの開発

・低コストかつ効率的なバイオマス利用技術の開発

（２）技術開発の推進方策

技術開発の効率的な推進、開発成果の効果的な普及を図るため、産学官

の連携による推進体制を構築することが必要。

・産学官の交流の場や共同施設（オープンラボ）の整備

・技術開発の基盤となるデータを産学官相互に提供し合う体制の整備


